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(57)【要約】
【課題】タブレット端末内にＬＡＮコントローラを設置
し、無線ＬＡＮコントローラと接続することにより、有
線ＬＡＮの環境でしか使用できないＰＸＥプログラム機
能を無線ＬＡＮの環境下において使用できるようにする
。
【解決手段】ハードディスクを持たないタブレット端末
であって、端末内の内部バスに接続されＰＸＥプログラ
ムと直接通信を行う有線ＬＡＮコントローラと、有線Ｌ
ＡＮコントローラに内部接続され外部アクセスポイント
に接続される無線ＬＡＮコントローラとを備え、タブレ
ット端末の電源が投入されたとき、無線ＬＡＮコントロ
ーラの電源を投入し、無線ＬＡＮコントローラと外部ア
クセスポイントとのセキュリティ認証が終わるまでＰＸ
Ｅプログラムの起動を待機させることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハードディスクを持たないタブレット端末であって、端末内の内部バスに接続されＰＸ
Ｅプログラムと直接通信を行う有線ＬＡＮコントローラと、前記有線ＬＡＮコントローラ
に内部接続され外部アクセスポイントに接続される無線ＬＡＮコントローラとを備え、前
記タブレット端末の電源が投入されたとき、前記無線ＬＡＮコントローラの電源を投入し
、前記無線ＬＡＮコントローラと前記外部アクセスポイントとのセキュリティ認証が終わ
るまで前記ＰＸＥプログラムの起動を待機させることを特徴とするＰＸＥプログラムに対
応した無線ＬＡＮ機能を内蔵したタブレット端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有線ＬＡＮの環境でしか使用できないＰＸＥプログラムを無線ＬＡＮの環境
下において使用できるようにした無線ＬＡＮ機能を内蔵したタブレット端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハードディスクを持たないコンピュータでオペレーティングシステム（ＯＳ）を起動す
る仕組みの一つとしてインテル社が開発したＰＸＥ（Preboot eXecution Environment）
プログラムが一般的に知られている。これは現行販売されているパソコンのほとんどに実
装されており、ＢＩＯＳ設定を変更することで使用することができるようになっている。
【０００３】
　ＰＸＥプログラムは、誰でも無償で使用することができるが、昨今の事情としてタブレ
ット端末が急速に普及しており、それに伴ってタブレット端末のネットワーク接続が無線
でしか接続できない環境である。このような環境の中で、ＰＸＥプログラムは無線ＬＡＮ
の環境では使用できないことが大きな問題となっているが、その問題点を改良し、無線Ｌ
ＡＮの環境においてＰＸＥプログラムの使用を可能にしたネットワークブート用端末が知
られている（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２１１６４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に開示されたネットワークブート用端末は、ハイパーバイザ
ーと設定用コンソールオペレーティングシステム（ＯＳ）起動用データと無線ＬＡＮ接続
情報を格納するハードディスクを備えており、ハードディスクが搭載されてないタブレッ
ト端末でＰＸＥプログラムを実現することは構成上問題があった。
【０００６】
　本発明は、上記の問題点を克服したものであり、タブレット端末内にＬＡＮコントロー
ラを設置し、無線ＬＡＮコントローラと接続することにより、有線ＬＡＮの環境でしか使
用できないＰＸＥプログラムを無線ＬＡＮの環境下において使用できるようにすることを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、請求項１の発明は、ハードディスクを持たないタブレット端
末であって、端末内の内部バスに接続されＰＸＥプログラムと直接通信を行う有線ＬＡＮ
コントローラと、有線ＬＡＮコントローラに内部接続され外部アクセスポイントに接続さ
れる無線ＬＡＮコントローラとを備え、タブレット端末の電源が投入されたとき、無線Ｌ
ＡＮコントローラの電源を投入し、無線ＬＡＮコントローラと外部アクセスポイントとの
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セキュリティ認証が終わるまでＰＸＥプログラムの起動を待機させることを特徴とするも
のである。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１記載のＰＸＥプログラムに対応した無線ＬＡＮ機能を内蔵したタブレット端末
によれば、端末内の内部バスに接続されＰＸＥプログラムと直接通信を行う有線ＬＡＮコ
ントローラと、有線ＬＡＮコントローラに内部接続され外部アクセスポイントに接続され
る無線ＬＡＮコントローラとを備え、タブレット端末の電源が投入されたとき、無線ＬＡ
Ｎコントローラの電源を投入し、無線ＬＡＮコントローラと外部アクセスポイントとのセ
キュリティ認証が終わるまでＰＸＥプログラムの起動を待機させることにより、有線ＬＡ
Ｎの環境でしか使用できないＰＸＥプログラムを無線ＬＡＮの環境下において使用できる
ようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明のＰＸＥプログラムに対応した無線ＬＡＮ機能を内蔵したタブレット端末
の一実施例を示すシステム構成図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【実施例】
【００１１】
　図１に示すように、１はタブレット端末であり、外部アクセスポイント２へ無線で接続
され、有線ＬＡＮ３を介してネットワーク４内の起動情報格納サーバー４１に接続され、
ＰＸＥプログラムを起動する。
【００１２】
　タブレット端末１は、端末内に端末ＣＰＵ１１及びメモリ１２を備え、内部バス１３で
接続されている。１４は内部バス１３に接続され、ＰＸＥプログラムと直接通信を行う有
線ＬＡＮコントローラ、１５は有線ＬＡＮコントローラ１４に内部接続された無線ＬＡＮ
コントローラであり、外部アクセスポイント２へ無線で接続される。
【００１３】
　タブレット端末１の電源を投入するにあたり、あらかじめ無線ＬＡＮコントローラ１５
に外部アクセスポイント２との認証を確立させておく。タブレット端末１の電源が投入さ
れると同時に無線ＬＡＮコントローラ１５も動作を開始する。タブレット端末１のＢＩＯ
Ｓ（Basic Input Output System）が起動したところで、タブレット端末１の起動プロセ
スをＰＸＥプログラムの手前まで来たところで待機させる。無線ＬＡＮコントローラ１５
が外部アクセスポイント２との認証後に通信を確立させると、ＰＸＥプログラムが起動し
タブレット端末１はネットワーク４内の起動情報格納サーバー４１にアクセスし、起動情
報を取得し、オペレーティングシステム（ＯＳ）をタブレット端末１のメモリ１２に展開
してタブレット端末１を起動する。
【００１４】
　以上、本発明によれば、ハードディスクを持たないタブレット端末であっても、有線Ｌ
ＡＮの環境でしか使用できないＰＸＥプログラムを無線ＬＡＮの環境下において使用する
ことができる。
【００１５】
　また、ハードディスクを取り付けた場合は、有線ＬＡＮコントローラを実装することに
より、搭載されているハードディスクに依存することなくＰＸＥプログラムに対応したタ
ブレット端末を構成することができるので、ハードディスク内の全ての領域を使用者が自
由に利用することができる。
【００１６】
　また、取り付けたハードディスクが破損していたとしてもタブレット端末を安定的に起
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動することができる。
【符号の説明】
【００１７】
１　タブレット端末
１１　端末ＣＰＵ
１２　メモリ
１３　内部バス
１４　有線ＬＡＮコントローラ
１５　無線ＬＡＮコントローラ
２　外部アクセスポイント
３　有線ＬＡＮ
４　ネットワーク
４１　起動情報格納サーバー

【図１】
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